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　ＡＬＰで 考 え た「自 分 に
とって大切なこと」「譲れない思い」
は、ＡＣＰを考えるときの土台にな
ります。この土台があることで、

医療やケアについて話し合う場
面でも、「その人らしい選択」を

しやすくなります。

　　　　　　　　　　　　住み慣れた地域で私らしく生きるために
～人生会議とアドバンス・ライフ・プランニングのすすめ～

令和７年度市民公開講座

　今年度の市民公開講座では、岩手保健医療大学　臨床倫理研究センター長　三浦 靖彦さんと、みのり訪問看護ステー
ション 中村 恵さんをお招きし、「住み慣れた地域で私らしく生きるために」というテーマで、「人生会議（ＡＣＰ）」について
考える市民公開講座を１０月４日に開催しました。参加された方からも好評でしたので、今号でご紹介いたします。

　アドバンス・ケア・プランニング（以下ＡＣＰ）とは、病気や加齢などにより医療や介護が必要になったと
きに、今後の治療やケアについて、本人・家族・医療や介護の専門職が話し合い、共有する取り組みです。

「どこで、どのような医療・ケアを受けたいか」「もしものときに、受けたい医療や受けたくない医療は
何か」といったことを、本人の思いを大切にしながら確認していきます。話し合いの内容は、状況の変化
に応じて何度でも見直していくことが大切です。

　ＡＣＰを考えるうえで、もう一つ大切な考え方、それが アドバンス・ライフ・プランニング（以下
ＡＬＰ） です。ＡＬＰとは、病気になる前の健康なうちから、「何を大切にして生きたいのか」

「どんな人生を歩みたいのか」を考える取り組みです。医療や介護の希望を決めることが目的
ではなく、自分の人生の価値観や考え方を整理することがＡＬＰです。

　ＡＬＰは、日々の暮らしの中で、本人や家族、地域が主体となって育てていくものです。そして、医療や介護が
必要になったとき、これまで考えてきたＡＬＰをもとに、医療や介護の専門職と一緒にＡＣＰを話し合っていきます。
　人生の歩みに合わせて、考えは何度でも変えてよいものです。大切なのは「今の思い」を伝えておくことです。
人の気持ちや考えは、そのときの状況によって揺れ動きます。だからこそ、「今、自分が何を大切にしているか」
を家族や身近な人と話したり書き残したりしておくことが大切です。
　ＡＬＰは、自分らしい人生を支える“土台づくり”。ＡＣＰは、その土台をもとに考える医療とケアの話し合い
です。思い立ったときが考え時。今からＡＬＰ考えてみませんか。

　「もしバナゲーム」は、「もしも自分が半年の余命だとしたら？」という設定で、そのとき自分が何を大切にした
いか、普段「縁起でもない」と敬遠されがちな話題を気軽に考えたり、話し合ったりするために作られたカードゲーム
です。このゲームは、もしもの時に「延命処置はしない」等を決めるものではありません。「何を大切に生きていきた
いか」という自分の価値観を見つめ直し、その思いを言葉にして、家族や友人と語りあうきっかけとするものです。

アドバンス・ライフ・プランニング（ＡＬＰ）はアドバンス・ケア・プランニング（人生会議/ＡＣＰ）の土台になるもの

アドバンス・ケア・プランニング（人生会議/ＡＣＰ）とは

ACPの構造

誰がお手伝いしますか？

引用：三浦靖彦氏　月刊薬事，　62（14），　2020 より
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ＡＣＰの「土台」にあるアドバンス・ライフ・プランニング（ＡＬＰ）という考え方
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訪問看護・介護スタッフ
地域行政サービス担当者

かかりつけ
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地域でつなぐＡＬＰとＡＣＰ

「もしバナゲーム」で自分の希望や価値観について身近な人と語り合ってみませんか

　「もしバナゲーム」は、下記高齢者なんでも相談室（地域包括支援センター）・市役所介護支援
課で貸し出しが可能です。体験したい方は、お住いの地域の高齢者なんでも相談室または介護支援
課にご連絡ください。また、介護支援課では、自治会やサークルなどを対象に、出前講座「おうち
療養情報講座」で、「もしバナゲーム」を交えた人生会議（ＡＣＰ）について紹介しています。

　　　　　　「もしバナゲーム」を通して、グループで語り合う中で、今の私が大切にしたいのは
　　　　　「子どもたちの気持ち」なんだということに気づきました。他のグループメンバーは、

「呼吸器に繋がれたくない」や「痛みはとりたい」など、選んだカードはみんなバラバラでした。選ん
だ理由をうかがう中で、その方の年齢だったり、積み重ねてきた体験で変わると気づきました。
今日の気持ちも変わるものだと思うので、家族ともくり返しこういう機会を作りたいと思います。

参加者の声

参加者８３人で「もしバナゲーム」を体験しました

　 出前講座
「おうち療養情報講座」
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保健師等、社会福祉士、主任ケアマネジャーが連携して、地域で
暮らす高齢の方々を、介護、福祉、健康、医療などさまざまな
面から総合的に支援します。

南部中学校区
南流山中学校区
おおたかの森中学校区の一部

東部高齢者なんでも相談室
野々下 2-488-5
特別養護老人ホームあざみ苑内

東部中学校区
八木中学校区
おおたかの森中学校区の一部

TEL：

FAX：

04-7148-5665

04-7141 -2280

TEL：

FAX：

04-7159-9981

04-7178-8555

相談室の名称 学 校 区 連 絡 先

南部高齢者なんでも相談室
平和台 2-1-2
流山市ケアセンター２階

TEL：

FAX：

04-7155-5366

04-7154-3207

北部高齢者なんでも相談室
江戸川台東 2-19
旧江戸川台出張所

北部西高齢者なんでも相談室
中野久木 421
特別養護老人ホーム花のいろ内

東深井小学校区

江戸川台小学校区

西深井小学校区

新川小学校区

常盤松中学校区
西初石中学校区
おおぐろの森中学校区
おおたかの森中学校区の一部

TEL：

FAX：

04-7197-1378

04-7197-1615

TEL：

FAX：

04-7150-2953

04-7158-8419

相談室の名称 学 校 区 連 絡 先

中部高齢者なんでも相談室
下花輪 409-6
東　病院付属診療所内

高齢者なんでも相談室（地域包括支援センター）とは・・・

高齢者なんでも相談室
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